
備 考事 項 記 入 欄

計 画 の 区 分 大学の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ﾆｯﾀﾂﾞｶｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人 新田塚学園

フ リ ガ ナ

収容
定員

別記様式第２号（その１の１）
（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

基 本 計 画 書

基 本 計 画

ﾌｸｲｲﾘｮｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 福井医療大学（Fukui Health Science University）

編入学
定 員

学位又
は称号

大 学 本 部 の 位 置 福井県福井市江上町55字鳥町13番1号

計 4 180

大 学 の 目 的
大学の目的

本学は、実践的な技術を身につけた専門職を育成するとともに、地域に不可欠な
大学として、地域住民の健康づくりを支援できる人材を輩出する。

新 設 学 部 等 の 目 的

医療の対象である人間を全人間的に把握し、理学療法学、作業療法学、言語聴覚
学、看護学の医療科学の方法論を理解し、医療技術の実践ができ、生涯にわたって
研鑽する姿勢をもって、専門領域の学問を構築し、医療チームと協働して人間の健
康に寄与できる医療職を育成する。

開設時期及
び開設年次

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

保健医療学部
[Faculty of Health
Science]

- 720

所 在 地

年 人 年次
人

人 年 月
第 年次

演習 実験・実習 計

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

福井医療短期大学
リハビリテーション学科 平成29年4月学生募集停止

看護学科 平成29年4月学生募集停止

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

保健医療学部看護学科 99科目 16科目 14科目 128科目 125単位

同上 同上

平成29年4月
第1年次

福井県福井市江上町
55字鳥町13番1号

4 40 - 160 学士
(作業療法学)

同上

-看護学科
[Department of Nursing]

240 学士
(看護学)

同上

4 30 - 120 学士
(言語聴覚学)

同上 同上

保健医療学部リハビリテー
ション学科

135科目 53科目 21科目 209科目 125単位

4 60

理学療法学専攻
[Division of Physical
Therapy]

4 50

作業療法学専攻
[Division of
Occupational Therapy]

言語聴覚学専攻
[Division of Speech-
Language-Hearing
Therapy]

リハビリテーション学科
[Department of
Rehabilitation]

学士
(理学療法学)

- 200
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兼担含む

兼担含む

共用する学
校：福井医療
短期大学
平成31年3月
廃止
借用面積
4,536.87㎡
借用面積
3,000.61㎡

借用面積
8,573.52㎡
借用期間
H11.1.1～
40年間

大学全体

共用する学
校：福井医療
短期大学
平成31年3月
廃止

計
教

員

組

織

の

概

要

学 部 等 の 名 称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 助手

人
新

設

分

人 人

保健医療学部看護学科
8

計
21

10 2

人 人 人

57

人

26 6

2 3

60

(0) (2) (1)

(4) (8) (0)
6

(10) (0)

(15) (1) (19)

(17) (1) (29)
8 56 6

(5)

既

設

分

なし
- -

- -

計
- -

（-） （-）
- - - -

- -

- -

-
（-） （-） （-） （-） （-）

-
（-） （-） （-） （-） （-） （-） （-）

- -

-
（-） （-） （-） （-） （-） （-） （-）

- -

合 計
21 11 16

(15) (7) (13)
8 56 6 60

(2) (37) (1) (19)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職 種 専 任 兼 任

技 術 職 員
4 2

図 書 館 専 門 職 員
3 0

計

事 務 職 員

人 人 人

（14） （1） （15）

14 1

6

（4） （2） （6）

3

（3） （0） （3）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

計
21 3 24

（21） （3） （24）

校

地

等

区 分 専 用 共 用

運 動 場 用 地 4,082.27㎡ 0㎡

そ の 他 9,919.96㎡ 0㎡

共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 5,642.21㎡ 0㎡ 0㎡ 5,642.21㎡

0㎡ 4,082.27㎡

小 計 9,724.48㎡ 0㎡ 0㎡ 9,724.48㎡

0㎡ 9,919.96㎡

合 計 19,644.44㎡ 0㎡ 0㎡ 19,644.44㎡

校 舎

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

（14,849.82㎡） （ 0㎡） （ 0㎡）

計

14,849.82㎡ 0㎡ 0㎡ 14,849.82㎡

（14,849.82㎡）

実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

18室 26室 25室
1室 0室

（補助職員1人） （補助職員0人）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室 数

保健医療学部看護学科 13 室

点

教室等

講義室 演習室

図
書
・
設
備

図書 学術雑誌

冊 種

3,773〔97〕

視聴覚資料機械・器具 標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

（352） （2,605）（3,323〔97〕）

（20,989〔411〕） （170〔40〕）

61〔15〕

22,189〔411〕 170〔40〕 7〔7〕 571 5,591 122

（7〔7〕） （571） （5,591）

352 2,605

（61〔15〕）

（5〔5〕）

（219）

（61〔20〕）

（2〔2〕）

2,188

(7)

11 16
(7) (13)

14

(2) (37)

0保健医療学部リハビリテーション学科
理学療法学専攻

8 1

15

（122）

（0） （798）

保健医療学部リハビリテーション学科 16 室

0 798

122

（4,079〔43〕）

13,887〔271〕

（13,587〔271〕） （0〔0〕）

新設学部等の名称

保健医療学部リハビリ
テーション学科

保健医療学部看護学科
（2188）

〔うち外国書〕 点 点

5〔5〕

219

（122）

4,529〔43〕

61〔20〕

2〔2〕

48〔5〕 0〔0〕

（48〔5〕）
その他

計

保健医療学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻

3 3 1 2 9 0 43
(1) (3) (1) (1) (6) (0) (18)

保健医療学部リハビリテーション学科
言語聴覚学専攻

2 1 3 1 7 0
(2) (0) (2) (0) (4) (0)

2



大学全体

0千円

- 千円 - 千円

- 千円 - 千円

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

-

第３年次 第４年次

935.72㎡ 104

- 千円

17,000千円

第２年次

1,140.00㎡ -

経費
の見
積り

区 分 開設前年度

共 同 研 究 費 等

第５年次 第６年次

- 千円

- 千円 - 千円

17,000千円

第４年次第３年次

補助金収入、雑収入

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 福井医療短期大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定 員

所 在 地

年 人 年次
人

収容
定員

学位又
は称号

定 員
超過率

倍

開設
年度

平成18
年度

福井県福井市江上
町
55字鳥町13番1号

人

短期大学士
（理学療法
学、作業療法
学、言語聴覚
学）

1.07350

看護学科 3 60 - 180 短期大学士
（看護学）

1.19 平成18
年度

法恩寺研修所：学生研修施設
所在地：福井県勝山市180字郡原1-30
設置年月：平成8年12月
規模：地上2階、地下1階、土地面積1,401㎡、建物面積359.67㎡
最大利用者50名可能

2年次
10

1,300千円

0千円

250千円

0千円

50,000

第１年次

250千円

0千円

850千円

- 千円

250千円

第５年次 第６年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

1,300千円

850千円 - 千円 - 千円

1,550千円

1,300千円 1,300千円

1,300千円

1,500千円

1,550千円

- 千円

850千円

- 千円 - 千円1,300千円

1,250千円 1,250千円 - 千円

2,000千円

17,000千円

2,000千円

リハビリテーション学科 3 110

1,250千円

2,000千円

- 千円

250千円

15,700千円

2,000千円

17,000千円

2,000千円

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

保健医療学部リハビリ
テーション学科理学療法
学専攻

保健医療学部リハビリ
テーション学科作業療法
学専攻

図書館

体育館

面積

第１年次
学生１人当り

納付金

面積

附属施設の概要

保健医療学部看護学科 1,100千円

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

保健医療学部リハビリ
テーション学科言語聴覚
学専攻

教員１人当り研究費等

学生納付金以外の維持方法の概要

第２年次
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平成27年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 平成29年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

福井医療大学

保健医療学部

リハビリテーション学科 120 - 480

看護学科 60 - 240

計 180 - 720

福井医療短期大学 2年次 福井医療短期大学 2年次

リハビリテーション学科 110 10 350 リハビリテーション学科 0 - 0 平成29年4月学生募集停止

看護学科 60 - 180 看護学科 0 - 0 平成29年4月学生募集停止

2年次 2年次

計 170 10 530 計 0 - 0

学校法人新田塚学園 設置認可等に関わる組織の移行表
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

安全学 3前 2 ○ 1

教育学 1前 2 ○ 兼1

統計学 2後 2 ○ 1

情報科学 2前 2 ○ 1

情報処理 3前 2 ○ 1

物理学 1前 2 ○ 1

生物学 1前 2 ○ 兼1

人間工学 1後 2 ○ 1

文化人類学 2前 2 ○ 兼1

哲学 2前 2 ○ 兼1

人間関係論 2後 2 ○ 兼1

心理学 1後 2 ○ 兼1

家族心理学 2前 2 ○ 兼1

生命倫理 1後 2 ○ 兼1

倫理学 1前 2 ○ 兼1

社会福祉学 1前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ボランティア論 1通 2 ○ 兼1 ※講義

英語Ⅰ 1前・後 2 ○ 1 1

英語Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 1

英語Ⅲ 2前・後 2 ○ 1 1

英語Ⅳ 3前 2 ○ 1 1

英会話 1前・後 2 ○ 1 1

フレッシャーズセミナーⅠ 1前 2 ○ 1 ※演習

フレッシャーズセミナーⅡ 1前～後 2 ○ 3 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

日本国憲法 1前 2 ○ 兼1

体育 1前 2 ○ 兼1

スポーツ医学Ⅰ 2前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ医学Ⅱ 2前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ社会経営学 4前 2 ○ 兼1

コーチング論 3前 2 ○ 兼1

競技者育成システム論 3後 1 ○ 兼1

トレーニング科学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

スポーツ栄養学Ⅰ 3前 1 ○ 兼1

アスレティックトレーナーの役割 1前 2 ○ 1

－ 14 38 14 6 2 1 0 0 兼24

授業科目の名称 配当年次

科
学
的
思
考
の
基
盤

小計（34科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部リハビリテーション学科）

備考
科目
区分

専任教員等の配置授業形態単位数

一
般
教
育
科
目

－

人
間
と
人
間
生
活
の
理
解

1



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

解剖学総論 1前 2 ○ 兼1

解剖学演習Ⅰ 1前 2 ○ 2

解剖学演習Ⅱ 1前 2 ○ 2 1

解剖学演習Ⅲ 1後 2 ○ 2

生理学 1前 2 ○ 1

生理学演習 1後 1 ○ 1

運動学 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

運動学演習(バイオメカニクス) 2後 1 ○ 1 2 1 1

人間発達学 1後 2 ○ 1

臨床心理学 3前 2 ○ 兼1

内科学Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

内科学Ⅱ 2前 1 ○ 兼1

臨床神経学 1後 1 ○ 兼1

臨床神経学演習 2前 1 ○ 兼1

整形外科学 1後 1 ○ 兼1

スポーツ整形外科 1後 1 ○ 兼1

精神医学 1後 1 ○ 兼1

病理学 2前 1 ○ 兼1

リハビリテーション医学診断学 2前 1 ○ 兼1

リハビリテーション医学治療学 2前 1 ○ 兼1

耳鼻咽喉科学 2前 1 ○ 兼1

形成外科学 2後 1 ○ 兼1

臨床歯科学 2前 1 ○ 兼1

発声発語系医学 1後 1 ○ 1

神経系医学 1後 2 ○ 兼1

聴覚系医学 1後 1 ○ 兼1

リハビリテーション概論 1前 1 ○ 1

保健医療論 1前 1 ○ 1

チーム医療論 3前 1 ○ 兼1

薬理学 2前 1 ○ 兼1

環境と健康 1前 1 ○ 兼1

ナラティブ概論 3前 1 ○ 1

社会保障制度 4前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ心理学 4前 1 ○ 兼1

スポーツ内科学 2通 1 ○ 兼1

救急処置 1後 1 ○ 1

トレーニング科学Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

スポーツ栄養学Ⅱ 3後 1 ○ 兼1

2後 3 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

現場実習Ⅰ（見学実習） 1前 1 ○ 1 1

現場実習Ⅱ（評価実習） 1後 1 ○ 1 1

2前 1 ○ 1 1

2後 1 ○ 1 1

3通 2 ○ 1 1

学習・認知心理学 3前 2 ○ 兼1

心理測定法 2前 1 ○ 兼1

言語学 1後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

音声学 1前 2 ○ 1 ※演習

音響学 1前 2 ○ 1

言語発達学 1後 1 ○ 1

－ 20 35 13 9 3 3 2 0 兼18

科目
区分

授業科目の名称 備考

専任教員等の配置

配当年次

こ
こ
ろ
と
言
語
の

科
学

予防とコンディショニング

現場実習Ⅲ（スポーツ現場実習）

アスレティックリハビリテーションⅡ

アスレティックリハビリテーションⅠ

現場実習Ⅳ（アスレティックリハビリテーション実習）

現場実習Ⅴ（総合実習）

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心

身
の
発
達

授業形態単位数

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

専
門
基
礎
科
目

－

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
の
理
念

小計（52科目）
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

理学療法概論 1前 1 ○ 1

基礎理学療法学 1前 1 ○ 1

理学療法基礎理論 2後 1 ○ 1

運動発達学 2後 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

研究方法論 3前 1 ○ 1

研究方法論演習 3後 1 ○ 5 1 2

理学療法研究 4通 3 ○ 5 1 2

基礎理学療法評価学 1後 1 ○ 1

神経系検査法 2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

運動・動作分析学 2前 1 ○ 5 1 2

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

発達障害系理学療法学 3前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

4前 1 ○ 1 兼1

内部障害系理学療法学 3前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

内部障害系理学療法学演習 4前 1 ○ 1 1 兼2

理学療法評価治療演習 2後 2 ○ 5 1 2

物理療法学 3前 1 ○ 1

物理療法学演習 3前 1 ○ 1

日常生活活動評価学 2前 1 ○ 1

日常生活動作指導法 3前 1 ○ 1

義肢・装具学 3前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

義肢・装具学演習 4前 1 ○ 1 1

4前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

地域理学療法学 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

生活環境整備学 3前 2 ○ 1

臨床見学実習 1後 1 ○ 4 1 2 3

臨床評価実習 2後 3 ○ 5 1 2 3

臨床実習Ⅰ 3後 7 ○ 5 1 2 3

臨床実習Ⅱ 4前 7 ○ 5 1 2 3

専
門
科
目
（

理
学
療
法
学
）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

運動器系理学療法学Ⅰ（骨折）

基礎運動治療技術学

基
礎
理
学
療
法
学

神経系理学療法学

運動器系検査法Ⅰ（関節可動域測定）

運動器系検査法Ⅱ（筋力測定）

理
学
療
法
評
価

学

地
域
理
学
療

法
学

神経系理学療法治療技術

運動器系治療技術Ⅰ（運動機能障害の評価と治療）

運動器系治療技術Ⅱ（徒手的理学療法）

臨
床
実
習

理
学
療
法
治
療
学

運動器系理学療法学Ⅲ（脊椎・関節障害）

中枢神経系理学療法学Ⅰ（脳血管障害評価）

中枢神経系理学療法学Ⅱ（脳血管障害治療）

中枢神経系理学療法学Ⅲ（ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ・失調症）

発達障害系理学療法学演習

運動器系理学療法学Ⅱ（スポーツ外傷）

3



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

作業療法概論 1前 2 ○ 1

研究法 3前 2 ○ 1

研究法演習 3後 1 ○ 1 2 1 1

作業療法研究 4通 3 ○ 1 2 1 1

作業分析学 2前 2 ○ 1

作業技法(基礎） 2前 1 ○ 1

作業技法（編み物・陶芸） 2後 1 ○ 1

作業技法（革細工・籐細工） 2後 1 ○ 1

作業療法評価学 1前 2 ○ 1

身体機能評価演習Ⅰ 1後 2 ○ 1

身体機能評価演習Ⅱ 2前 2 ○ 1

心理社会機能評価演習Ⅰ 1後 2 ○ 1

心理社会機能評価演習Ⅱ 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

作業治療学の基礎 4前 1 ○ 1

身体障害作業療法学 2後 1 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神障害作業療法学 2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

発達障害作業療法学 2後 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

発達障害作業療法学演習 3前 1 ○ 1

高次神経障害学 2後 1 ○ 1

老年期障害作業療法学 2前 1 ○ 1

老年期障害作業療法学演習 3前 1 ○ 1

日常生活活動 2前 1 ○ 1

日常生活活動演習 2後 1 ○ 1

作業療法演習 4後 2 ○ 1

作業療法評価実習 2後 2 ○ 1 2 1 2

作業療法治療実習Ⅰ 3前 2 ○ 1 2 1 2

作業療法治療実習Ⅱ 4前 1 ○ 1 2 1 2

作業療法特論(基礎) 4前 1 ○ 1

作業療法特論(身体障害) 4前 1 ○ 1

作業療法特論(精神障害) 4前 1 ○ 1

作業療法特論(発達障害) 4前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

作業療法特論(老年期障害) 4前 1 ○ 1

地域作業療法学 3前 2 ○ 1

地域作業療法学演習 3前 1 ○ 1

生活環境整備演習 3前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床見学実習 1後 1 ○ 1 2 1 2

臨床評価実習 2後 3 ○ 1 2 1 2

臨床実習Ⅰ 3後 7 ○ 1 2 1 2

臨床実習Ⅱ 4前 7 ○ 1 2 1 2

専任教員等の配置

身体障害作業療法学演習Ⅰ（脳血管障害・神経系疾患）

身体障害作業療法学演習Ⅱ（脊髄損傷・リウマチ）

臨
床
実
習

科目
区分

授業科目の名称

身体障害作業療法学演習Ⅲ（骨折・切断・内部障害）

精神障害作業療法学演習Ⅰ(作業治療法）

専
門
科
目
（

作
業
療
法
学
）

基
礎
作
業
療
法
学

作
業
療
法
評
価

学

作
業
治
療
学

精神障害作業療法学演習Ⅱ(臨床関係論）

地
域
作
業
療

法
学

配当年次 備考

単位数 授業形態

4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

言語聴覚障害概論 1前 2 ○ 2 1 2 ※演習

言語聴覚障害診断学演習 2後 1 ○ 2 1 2

言語聴覚研究方法論 3前 1 ○ 2 1 1

言語聴覚研究 4通 3 ○ 2 1 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1

2通 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 1 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1

言語発達障害学 2後 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語発達障害評価演習 3前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語発達障害治療学 3前 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語発達障害演習 4前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

病理音声学 2前 2 ○ 1

発声発語障害治療学Ⅰ(小児) 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

発声発語障害治療学Ⅱ(成人) 2後 2 ○ 1 ※演習

3前 4 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

摂食・嚥下障害学 2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

発声発語・摂食嚥下評価演習 2後 1 ○ 1

摂食・嚥下障害治療学 3前 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

成人聴覚障害学 2前 2 ○ 1

聴覚障害評価演習 2後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小児聴覚障害学 3前 2 ○ 1

聴覚障害治療学 3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、※演習

聴覚補償学 4前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ、※演習

臨床見学実習 1後 1 ○ 2 1 2 1

臨床評価実習 2後 3 ○ 2 1 2 1

臨床実習Ⅰ 3後 5 ○ 2 1 2 1

臨床実習Ⅱ 4前 7 ○ 2 1 2 1

－ 0 198 0 8 4 5 6 0 兼9

専
門
科
目
（

言
語
聴
覚
学
）

小計（114科目）

言
語
聴
覚
障

害
学
総
論

失
語
・
高
次
脳
機

能
障
害
学

失語症学

－

高次脳機能障害治療学

言
語
発
達
障

害
学

発
声
発
語
・
嚥
下
障
害
学

聴
覚
障
害
学

臨
床
実
習

高次脳機能障害学

失語症評価演習

高次脳機能障害評価演習

失語症治療学

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

発声発語障害治療学Ⅲ(音声・非流暢発話)

5



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

カウンセリング 3前 1 ○ 兼1

言語聴覚検査演習Ⅰ(小児) 2前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語聴覚検査演習Ⅱ(成人) 2後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語聴覚評価演習 2後 1 ○ 2 1 2

地域参加支援演習Ⅰ(理論) 2後 1 ○ 2 1 2

地域参加支援演習Ⅱ(実践) 3前 1 ○ 2 1 2

地域参加論Ⅰ(理論) 4前 1 ○ 2 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域参加論Ⅱ(統合) 4後 1 ○ 2 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語聴覚臨床総論 4後 2 ○ 2 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 10 0 2 1 2 1 兼1

－ 34 281 27 13 5 6 6 兼43

合計 125単位以上修得(必修34単位、選択91単位)

専任教員等の配置

備考

（言語聴覚学専攻）

一般教育科目 24単位(必修14単位、選択10単位)

専門基礎科目 38単位(必修20単位、選択18単位)

専門科目 55単位(言語聴覚学選択55単位)

合計 125単位以上修得(必修34単位、選択91単位)

（作業療法学専攻）

－

合計（209科目） －

科目
区分

授業科目の名称

選択必修科目 8単位(言語聴覚学選択8単位)

合計 125単位以上修得(必修34単位、選択91単位)

選
択
必
修
科
目
（

言
語
聴
覚

学
）

選
択
必
修
分
野

小計（9科目）

専門基礎科目 35単位(必修20単位、選択15単位)

専門科目 66単位(作業療法学選択66単位)

（理学療法学専攻） １学年の学期区分

配当年次

履修科目の登録上限 46単位（年間）

１時限の授業時間 ９０分

専門基礎科目 37単位(必修20単位、選択17単位)

専門科目 64単位(理学療法学選択64単位)

一般教育科目 24単位(必修14単位、選択10単位)

２期

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

一般教育科目 24単位(必修14単位、選択10単位)

理学療法士国家試験受験資格の取得 １学期の授業期間 １５週

保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

単位数 授業形態

作業療法士国家試験受験資格の取得

言語聴覚士国家試験受験資格の取得

学位又は称号
学士（理学療法学）
学士（作業療法学）
学士（言語聴覚学）

学位又は学科の分野

授業期間等

6



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

安全学 3前 2 ○ 兼1

教育学 1前 2 ○ 兼1

統計学 2後 2 ○ 兼1

情報科学 2前 2 ○ 兼1

情報処理 3前 2 ○ 兼1

物理学 1前 2 ○ 兼1

生物学 1前 2 ○ 兼1

人間工学 1後 2 ○ 兼1

文化人類学 2前 2 ○ 兼1

哲学 2前 2 ○ 兼1

人間関係論 2後 2 ○ 兼1

心理学 1後 2 ○ 1

家族心理学 2前 2 ○ 兼1

生命倫理 1後 2 ○ 兼1

倫理学 1前 2 ○ 兼1

社会福祉学 1前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ボランティア論 1通 2 ○ 兼1 ※講義

英語Ⅰ 1前・後 2 ○ 兼1

英語Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

英語Ⅲ 2前・後 2 ○ 兼1

英語Ⅳ 3前 2 ○ 兼1

英会話 1前・後 2 ○ 兼1

フレッシャーズセミナーⅠ 1前 2 ○ 兼1 ※演習

フレッシャーズセミナーⅡ 1前～後 2 ○ 1 兼4

日本国憲法 1前 2 ○ 兼1

体育 1前 2 ○ 兼1

スポーツ医学Ⅰ 2前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ医学Ⅱ 2前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ社会経営学 4前 2 ○ 兼1

コーチング論 3前 2 ○ 兼1

競技者育成システム論 3後 1 ○ 兼1

トレーニング科学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

スポーツ栄養学Ⅰ 3前 1 ○ 兼1

アスレティックトレーナーの役割 1前 2 ○ 兼1

－ 14 38 14 1 0 1 0 0 兼31－

授業形態

小計（34科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙 日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（保健医療学部看護学科）

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

一
般
教
育
科
目

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
人
間
生
活
の
理
解

7



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

身体構造機能学Ⅰ 1通 2 ○ 1

身体構造機能学Ⅱ 1通 2 ○ 1

生化学 1後 1 ○ 兼1

病態学総論 1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

老年疾病治療論 2前 1 ○ 1

母子疾病治療論Ⅰ(小児) 2前 1 ○ 兼1

母子疾病治療論Ⅱ(周産期･女性疾患) 2前 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神疾病治療論 2前 1 ○ 1

リハビリテーション医学治療学 2前 1 ○ 兼1

微生物学 1後 1 ○ 兼1

臨床栄養学 2前 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

薬理学 1後 1 ○ 兼1

多職種連携論 2後 1 ○ 1

チーム医療論 3前 1 ○ 兼1

医療リスクマネジメント論 2後 1 ○ 1

ヘルスケアシステム論 2後 1 ○ 1

看護と法律 2前 1 ○ 兼1

健康増進科学 1前 1 ○ 兼1

健康増進科学演習 1後 1 ○ 兼1

環境と健康 1前 1 ○ 兼1

生涯発達心理学 2前 2 ○ 1

健康教育論 1後 1 ○ 兼1

感染管理学 2前 1 ○ 兼1

－ 27 4 0 4 1 2 0 0 兼23小計（28科目） －

疾病治療論Ⅱ(整形･脳神経)

疾病治療論Ⅲ(排泄･感覚･歯)

疾病治療論Ⅳ(呼吸･循環･血液)

疾病治療論Ⅴ(腎臓･内分泌･消化器)

疾病治療論Ⅰ(外科)

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会
保
障
制
度

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

人
体
の
構
造
と

機
能

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

8



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

基礎看護学総論 1通 2 ○ 1

1前 2 ○ 4

1後 2 ○ 4

2前 2 ○ 4

フィジカルアセスメント 1後 2 ○ 4

看護管理･教育学概論 4後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

基礎看護学実習Ⅰ 1後 1 ○ 4

基礎看護学実習Ⅱ 2前 2 ○ 4

成人看護学総論 1後 1 ○ 1

急性期成人臨床看護学 2前 1 ○ 1

回復期成人臨床看護学 2前 1 ○ 1

慢性期成人臨床看護学 2後 1 ○ 1

終末期成人臨床看護学 2後 1 ○ 1

成人看護学演習 3前 2 ○ 1 1

救急看護論 3前 1 ○ 1

急性期成人看護学実習 3後・4前 2 ○ 1 1

回復期成人看護学実習 3後・4前 2 ○ 1

慢性期成人看護学実習 3後・4前 2 ○ 1 1

老年看護学総論 2後 1 ○ 1

老年臨床看護学 3前 1 ○ 1

老年看護学演習 3前 2 ○ 1 1

老年看護学実習Ⅰ 3後・4前 2 ○ 1

老年看護学実習Ⅱ 3後・4前 2 ○ 1 1

小児看護学総論 2後 1 ○ 1

小児臨床看護学 3前 1 ○ 1

小児看護学演習 3前 2 ○ 1

小児看護学実習 3後・4前 2 ○ 1 1

母性看護学総論 2後 1 ○ 1

母性臨床看護学 3前 1 ○ 1

母性看護学演習 3前 2 ○ 1 1

母性看護学実習 3後・4前 2 ○ 1 1

精神保健看護学総論 2前 2 ○ 1

精神臨床看護学 3前 1 ○ 1

精神看護学演習 3前 1 ○ 1

精神看護学実習 3後・4前 2 ○ 1

広域看護学総論 2後 1 ○ 1

在宅看護学 3前 1 ○ 1

在宅看護学演習 3前 2 ○ 1 1

家族看護論 3前 1 ○ 兼1

在宅看護学実習 3後・4通 2 ○ 1 1 1

リハビリテーション看護論 3前 1 ○ 1

国際看護学 4後 1 ○ 兼1

ヘルスアセスメント 3前 1 ○ 1

看護研究方法論 2後 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

看護研究 3後～4通 3 ○ 4 5 1

統合実習 4前 2 ○ 2 4 2 6

生活習慣病予防論 3前 1 ○ 1

思春期健康論 2後 1 ○ 1

認知症看護援助論 3前 1 ○ 1

リエゾン看護論 3前 1 ○ 1

災害看護学 4後 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

組織とリーダーシップ学 4後 1 ○ 1

－ 70 6 0 6 6 7 1 6 兼3

統
合
看
護

備考

－

科目
区分

授業科目の名称

小計（52科目）

専
門
科
目

基
礎
看
護

領
域
別
看
護

専任教員等の配置

基礎看護学援助論Ⅰ（日常生活にかかわる技術）

基礎看護学援助論Ⅱ（看護過程技術）

基礎看護学援助論Ⅲ（診療にかかわる技術）

配当年次

単位数 授業形態
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

学校保健 2後 2 ○ 2 1

養護概説 1後 2 ○ 2 1

健康相談活動の理論及び方法 3前 2 ○ 2 1

食品学 2前 1 ○ 兼1

教職概論 1後 2 ○ 1

教育原理 1前 2 ○ 1

学校経営論 3前 2 ○ 兼1

教育課程論 3前 2 ○ 兼1

特別活動指導法 3前 2 ○ 兼1

道徳教育の研究 3前 2 ○ 兼1

教育方法論 2後 2 ○ 兼1

生徒指導論 3前 2 ○ 兼1

教育相談 3前 2 ○ 兼1

養護実習 3後・4前 5 ○ 2 1

教職実践演習(養護教諭) 4後 2 ○ 1 2

－ 0 0 32 1 0 2 1 0 兼6

－ 111 48 46 8 6 10 2 6 兼57

看護師国家試験受験資格の取得

一般教育科目 24単位(必修14単位、選択10単位)

専門基礎科目 27単位(必修27単位)

専門科目 74単位(必修70単位、選択 4単位)

合計 125単位(必修111単位、選択14単位)

１学期の授業期間 １５週

履修科目の登録上限 46単位（年間）

１時限の授業時間 ９０分

１学年の学期区分 ２期

学位又は称号 学士（看護学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

合計（129科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置授業形態

備考

小計（15科目） －

養
護
科
目
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